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The Conversational Ability of Five−year−old Children in Their Interaction
Miwa KATSUURA and Kozue MATSUOKA
ABSTRACT
In this study, we examined conversational ability cultivated in infancy through play and interac-
tion with others. The conversational ability means the listener’s ability necessary to infer what the
speaker wants to say by the speaker’s facial expression, vocal tone and gesture, etc., as well as the
speaker’s ability of transferring feeling and intention clearly to the listener, choosing vocabulary and
facial expressions to start and maintain a conversation with the listener.
The following four points were concluded through the case record of five−year−old children.
1．The image of the partner, which comes from a previous relationship, affects the interaction
between infants.
2．The infant repeats the interaction, while receiving intervention by childminders and friends, to
choose suitable words to express his/her own feeling and intention clearly.
3．In most cases, the interaction is done successfully, when the infant, pronouncing words, rea-
sons in sympathy what others want to say.
4．It is observed that the infant eludes others’ words or arranges his/her words and action corre-
sponding to them.
KEYWORDS : interaction, conversational ability, sympathy
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関係性 適した言 葉 共 感
遊びの
継 続
○ × ○ × ○ × ○ ×
定 義 ① 2 11 5 1
定 義 ② 4 15 11 6
定義①② 1 2 1
表1 5歳児のやりとりにおける語用能力に関する分類
（42例中，1事例に複数のやりとりがある場合は，
複数の分類区分に属している。）
ケンが来てもみ合いになった。ジュンタは「ぼく
が先にとった」と繰り返し言っていたが，ケンも
「ぼくのボールやし」と主張して譲らず，ボール
をとって投げた。ジュンタは「ぼくが先にとった
のに」と独り言のように何回もつぶやいていた
が，そのままドッジボールを続け，次のボールが
来るとケンを意識しながらも走ってとりに行って
いた。
ジュンタが「ぼくが先にとった」という気持ちを
もちながらも，ケンに対して強く主張せず遊びを続
けたのは，事例（7）の経験から，いざこざになる
と遊びが中断して面白くないということがわかった
からではないだろうかと推察する。「ぼくが先にと
ったのに」と何回もつぶやくジュンタの姿は，言葉
にして言うことで，自分の気持ちに折り合いをつけ
ようとしているように見えた。保育者の話では，普
段，ジュンタとケンのかかわりはほとんどなく，ケ
ンとの日頃の関係性が，ジュンタがケンにボールを
譲ったことに影響を与えているとは考えにくい。ま
た，これまでのジュンタは，どんな場面であっても
自分の思いを優先するため，他児といざこざになる
ことが多かったとのことであった。
事例（7）（8）から，いざこざを通して，ジュ
ンタに遊びを続けたいという気持ちが芽生えてきた
ことが窺える。事例（8）は，ジュンタが事例（7）
での体験から，いざこざになると遊びを中断しなく
てはならないということを実感し，自分の主張より
も，遊びの継続を選択した姿であると考える。
Ⅳ 研究のまとめと今後の課題
本研究では，遊びや生活場面の中で，幼児がどの
ようなやりとりを行っているのかに着目し，その様
子から幼児期に培われる語用能力について検討し
た。本研究での語用能力を
定義①：聞き手が相手の表情や声の調子，ジェスチ
ャーなどの手がかりを総合して，推論的に
話し手の言わんとすることを理解するため
に必要な能力7）
定義②：他者との会話を開始，持続するために語彙
や表情を選択し，自分の感情や意志をわか
りやすく伝えていく能力
とし，研究のまとめについて述べる。
また，研究期間中に記録したすべての事例（42事
例）を定義①，②，①②と事例から見えてきた4つ
の事柄を照らし合わせながら分類し，表にまとめ
た。その内，○はやりとりが成功したもの，×はい
ざこざになったものを指すこととする。なお，1事
例に複数のやりとりがある場合は，複数の分類区分
に属している。
○「それまでの関係性」に関連するもの…… 関係
性
○「自分の感情や意志をわかりやすく伝えていくた
めに適した言葉を選択する」ことに関連するも
の…… 適した言葉
○「共感」することに関連するもの…… 共感
○「遊びを続けたい気持ちの芽生え」に関連するも
の…… 遊びの継続
この表より，それまでの幼児同士の関係性が定義
①にも，定義②にも関係していることが示唆され
る。これは，幼児がそれまでの関係から相手にもっ
ているイメージが，幼児同士のやりとりを成功させ
るか，いざこざになるかに影響を与えていると言え
る。
次に，「自分の感情や意志をわかりやすく伝えて
いくために適した言葉を選択する」ことに関して
は，定義②の発語に関連しているが，事例では，自
勝浦美和・松岡こずえ
― ９４ ―
分の思いをうまく言葉にして相手に伝えることがで
きる，または伝えようとしている場面が多く見られ
た。適した言葉が使えなかった場合も，友達や保育
者の助言により，自分の気持ちや相手の気持ちに適
した言葉を選択しようとする姿があった。
共感について述べると，定義①②の両方におい
て，幼児が親しみを感じながら他者に共感し，言い
たいことを推論したり，発語したりしている場合
は，やりとりを成功させることができていた。また，
共感しながらの推論や発語は，事例記録の後半にな
るにつれて多くなっていた。それは，幼児同士が様々
なかかわりを通して，他者に親しみをもち，共感で
きる仲間関係が構築されていったからではないかと
推察する。
遊びを続けたい気持ちの芽生えについても，後半
の事例に見られたことから，幼児同士の関係性が，
日々のかかわりを通して自分本位の遊び方から，友
達と一緒に遊ぶことを楽しいと感じる遊び方に変化
していると言える。
1 定義①に関係するもの
事例（1）（2）では，ジュンタのテツ，コトハ
からの働きかけに対する対応が全く異なっていた。
「いざこざの多い相手である」というイメージがあ
るテツからのかかわりは否定的に受け止め，「常に
優しく接してくれる相手である」というイメージが
あるコトハからのかかわりは肯定的に受け止めてい
た。幼児は，日頃の遊びや生活の中で，いざこざが
起こった場合，以前に言われた言葉やされたことを
持ち出して他者を批判することがよくある。今回記
録した事例の中にも，「～くんは，前に～したから，
また～するかもしれない。だから仲間に入れないで
おこう」というようなエピソードが見られた。表1
からも分かるように，それまでの関係性がやりとり
に関係しているものは13事例あった。幼児は，話し
手の表情や声の調子，ジェスチャーなどの雰囲気や
発した言葉だけでなく，それまでの関係性の中で得
られた相手へのイメージを判断材料にして，話し手
の言わんとすることを理解しようとしていると言え
る。また，最初はマイナスイメージをもち，やりと
りがうまくいかなかった相手とも，かかわりを深め
る中で共感する気持ちが芽生えると，相手の思いを
受け入れたり，相手の立場を考えながら発語しよう
としたりする姿が多く見られるようになった。
2 定義②に関係するもの
事例（3）では，テツが自分の気持ちを感情的に
ジュンタにぶつける姿が見られた。定義②の発語に
関しては，自分の考えたことを他者に知らせようと
する時，または，他者がしたことを認めようとする
時など，ポジティブな感情面を表す時は，自分の感
情や意志をわかりやすく伝えていくために適した言
葉が選択できていた（表1）。しかし，事例（3）
のように，自分の嫌な気持ちを他者に伝えようとす
る際には，どのような言い方をすれば理解してもら
えるかということについて考えが及んでいない様子
であった。自分の感情をそのまま他者にぶつけた
り，拗ねて全く別の言葉を選んだりしてしまったた
め，いさこざになった事例は11あったが，その事例
すべてに，保育者の介入やいざこざを仲裁するため
に助言しようとする他児の姿があった。
事例（4）では，自分の剣の素晴らしさを他者に
伝えたいあまり，年中児の剣を否定する言葉を選択
したテツであったが，ヒロシの「それは言わなくて
よい」との言葉をすぐに受け入れている。それは，
親しみを感じているテツからの言葉であったためと
考えるが，幼児同士ではこのように互いの言葉を指
摘し合う場面がよく見られる。幼児は，生活や遊び
の様々な場面において，親しい友達の言葉を意識
し，いざこざにならずに自分の気持ちを伝えること
ができる「適した言葉」を選択するためのやりとり
を日々繰り返していると考える。
つまり，幼児は，語彙や表情を選択し，自分の感
情や意志をわかりやすく伝えていく能力は未熟であ
るが，保育者や友達との関係性の中で，互いに適し
た言葉を選択するやりとりを繰り返しながら，発語
に関する語用能力を培っていくものであると考え
る。
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3 定義①②に関係するもの
定義①②に関係するものとして，「共感」するこ
とに関連するものと，「遊びを続けたい気持ちの芽
生え」に関連するものが挙げられる（表1）。
事例（5）では，ジュンタが，テツの優しいとは
言い難い言葉を受け入れる姿が見られる。ジュンタ
とテツはいざこざを繰り返していたが，記録した事
例の中には，ジュンタが困った時にテツが助けよう
とした事例も見られた。事例に記されている以外の
保育者からの聞き取りでも，ジュンタに向けられた
テツの優しさについての話が多く，日々の生活の中
でジュンタとテツの間に親しみの感情が生まれてき
たことが分かる。
表1「共感」の項目では定義①②にかかわらず，
すべてのやりとりが成功している。いくつかの事例
を見ると，親しみをもち，共感しようとしている相
手の発語に対しては，聞き手側に相手の思いを汲み
取ろうとする姿勢が見られ，少々発語が適した言葉
でなされていなくても，聞き手が相手を受け入れて
やりとりが成立する場面が多く見られた。これは，
「関係性」にも関連するが，幼児は，やりとりを行
う際，言葉そのものよりも，誰が言ったかで内容を
判断している部分が大きいと言える。発語に関して
も同様で，相手に親しみを感じていると，相手に共
感し，喜ぶ言葉を選択しようとするためか，いざこ
ざにはならなかった。
共感について佐伯（2007）は次のように述べてい
る。「自分にはすてきとは思えないけどそう思いた
い，そういうものの良さをわかりたい，と思うとこ
ろから，その人が良いといっているのはどういうと
ころなのだろうということを探究して理解しようと
する。そこにいたる経緯やそこでの状況をしっかり
把握して，その場にわが身をおいて，なんとかして，
そこでの良さを心底納得しようとする，それが共感
である。」また，共感に必要なのは「相手の意図や
目的，相手の置かれている制約条件などを理解し
て，その人の思いを共にしようとすること」7）であ
ると述べている。これらは「心の理論」8）にも関連
すると思われるが，幼児が他者に親しみをもち，共
感しようとすることで，相手の思いを想像したり，
相手の立ち場になって考えようとしたりすることが
できるようになるのではないかと考える。このこと
から，幼児期の語用能力は，幼児が他者に共感し，
どれだけ相手の立場になって考えることができるか
に左右されると言える。
「遊びを続けたい気持ちの芽生え」に関連するも
のでは，事例（7）（8）が挙げられる。幼稚園教
育要領解説にも幼児期における教育は「環境を通し
て行うものであることを基本とする」9）と明記され
ているが，幼児は日々の生活の中で様々な人やもの
とのかかわりを通して，知識や技能，感情を自分の
ものにしている。事例（7）では，ジュンタは「自
分の思いがうまく伝えられない」「相手の思いがわ
からない」ことから，遊びが中断してしまうことの
つまらなさを経験した。その実体験が，ジュンタに
遊びを続けたい気持ちを芽生えさせ，それが場に応
じた適切な言葉の選択や，相手の思いを受け入れる
ことにつながったのではないかと考える。事例（8）
では，遊びの継続を優先し，自分の思いを強く主張
するのではなく，相手から言われた嫌な言葉を受け
流し，折り合いをつけようとするジュンタの姿が見
られる。この相手からの言葉を受け流し，折り合い
をつけるという行為も，幼児が他者とやりとりを行
う際には必要な語用能力ではないかと考える。
本研究では，5歳児のやりとりを中心に，幼児期
の語用能力について検討した。その中で，他者への
親しみから生まれる共感が「心の理論」10）でも言わ
れる通り，他者の思いを想像することにつながり，
幼児同士のやりとりを潤滑にしていることが考えら
れる。また，他者の言葉を受け流して折り合いをつ
けることも語用能力の獲得においては必要であるこ
とが示唆された。しかし，事例記録を行う中で，各
幼児の一年間の育ちは大きいものの，同一場面での
言葉の選択や意味の受け取りに個人差があることは
無視できない。今後は，幼児の自尊感情と語用能力
の関連性についても考えていく必要がある。
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抄 録
本研究では，遊びや生活場面の中での幼児同士のやりとりから，幼児期に培われる語用能力につ
いて検討した。語用能力とは，聞き手が話し手の表情や声の調子，ジェスチャーなどから，言いた
いことを推察するために必要な能力及び，他者との会話を開始，持続するために語彙や表情を選択
し，自分の感情や意志をわかりやすく伝えていく能力を指す。
5歳児を対象とした事例記録から，以下4点のことが示唆された。
1．それまでの関係性から相手に対するイメージが幼児同士のやりとりに影響を与えている，
2．幼児は自分の感情や意志をわかりやすく伝えるために適した言葉を選択するために保育者や
友達の介入を受けながらやりとりを繰り返している，
3．幼児が他者に共感しながら，言いたいことを推論したり，発語したりしている時は，やりと
りが成功する場合が多い，
4．幼児が遊びの継続のために，他者の言葉を受け流し，折り合いをつけて自分の言葉や行動を
調整したりする姿が見られる，である。
キーワード：やりとり，語用能力，共感
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